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を迫 られています。特に、法 人化に伴 い本所 繋
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地鞍 ℃大学においてもタイムリーかつ有効な櫞 の策定と実 藩
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そ こで重要 となる技術 のひ とつが 「水素 の





成 される錯 体系材料 は、従 来材料の5倍 にも
達す る高密度水素をクラスター状に して貯蔵
できる材料として、現在特に注 目されています。
私 た ち は 、
燃 料 電 池 に 適
応 で き る 条 件
(10気圧 以 下 、
100℃付近)で
こ の ク ラ ス
タ ー 状 の 高 密
度 水 素 を 自 由
に 吸 収 ・放 出
で き る新 た な
錯 体 系 材 料 の 図1・代表的な錯体系水素貯蔵材料の
合 成 を進 め て 原子構造
い ます 。
従来 の錯体系材料は、例 えば図1に示すよ う
な[BH4]一(円内)とLi+のイオ ン結合 によって
安定化 してお り、そのため水素放出温度が 高
い(300℃以上)という特徴があ りました。
私たちは、図2に示すような高密度水素が含
まれ る[BH4]一イオ ン内部 の原子振動や、水 素
放 出温度の陽イオ ン依存性な どを詳細 に調べ




指針 を得 ました。そ して、例 えばマグネシウム








私た ちの この研 究 プ ログ ラムは、燃料電 池技
術 を強力 に支援 す る高密度 水素貯蔵材料 の実用
化 を促進 する もの と して、国際エ ネルギ ー機 関
(lnternationalEnergyAgency)でも公式
承認 されるなど、国際的にも注 目を集めています。
今後の水素エネルギ ー社会 に貢献す るで あろ
う このよ うな研究 を開始で きた こ とは、本所 内
外 の多 くの研 究者 の皆様 方か らの ご支援 の賜 と
考 えてお ります。いっそ うの ご指導 とご鞭 撻 を
心 よ りお願い申 し上げ ます。
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いもので した。恩師、御指導下 さった皆様、研究 を支援して
下さった皆様、多 くの親友の暖かい御支援と励ましに支え
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藁 平成14年4月に金沢大学か ら本所に転勤 して二年が過 意味での共同体的な感覚から競争するという意識がより強









写 どの大学にも歴史があり、設立理念は異な りますが、学幾 だめに事務の皆さんにも一層のご精進を切にお願いします。
9 を育てることと学術研究 を担っている点は、皆一緒 と言え 井上所長をはじめ一流の先生方 とご一緒できたことは貴
顰 るのだと思います。 重な経験でした。世界の「KINKEN」の益々のご発展をお祈
博

























一 一・ 研 究 会 報 告
『ミタゴ/ナノ組絨剥御と高温亘ナi竺性t





























































ll月6～7日、金属材料研究所 の講 堂において、表記 ワーク ショップ を行 いま
した。
機能性材料は、ますます多様で高度なものにな りつつあり、圧カ 電ー気、熱一電気、
光一電気 相互などの複合的な機能変 換が求め られてい ます。特 に、それ らの機能
材料の特性は、材料の合成プ ロセスお よびナ ノ構造 に依 存 して大き く変化 しま
す。そ こで、材料の合成 プロセスを高度化する ことにより精緻な構造制御 を行い、
高機能変換材料を開発する ことが期待 され ます。
本 ワークシ ョップで は、固相反応、液 相反応、気相反応 プロセ スを用 い、セ ラ
ミックスの分 野で材料 の合成 ・開発を行 って いる研 究者が集 ま り、種 々の合成
プ ロセ スを通 して材料 の高機能化 を達 成するため の斬新 なプ ロセ スおよびそ
れ らの横 断的な複合構造 制御 につ いて の最近の研究 発表および情報 交換 を行
いました。
小林典男
遷移金属酸化 物は、電荷 ・ス ピン・軌道 間の強 い相互作用 によ り高温超伝 導、巨
大 磁気抵抗効果 、高 い熱電 効果な ど多彩 な性質 を示 すことが知 られ、次世代機能
性 材料 として様 々な分野で期待 され ています。
本所では平成12年度 に材料 と しての薄膜 に着 目しバルク材 では得 られな い新
しい機能 の創成 をめざ して、4つのグル ープが 中心 となっ て表記 の課 題で先導
的研究 設備 費 の交 付 を受 け、これ を機会 に本所研 究部共同研 究の3年 間の重点
研 究課題 として 申請 し、採択 され ま した。本 年度はそ の最終年度 にあた り、本 ワ
ークシ ョップは3回 目の成果報告会をかねて12月1、2日の2日間開催 され ました。
ワークシ ョップでは、招待講演、共 同研究成果、各グループの成果報告 を含 めて、
遷 移金属酸化物超伝 導体 の低温STM観察、超伝導薄膜の輸送特性、レーザー アブ
レー シ ョン法 による貴金属酸 化膜の作 製 とそ の特性、遷移金属 ドープIII族窒 化
薄膜の作製 と特性、スピン依存 トンネル伝導な どの研究 発表があ りました。3年
間の成果報告は、研究部共同利用報告書 に掲載される予定です.
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H15・3・24高 梨研 嶋 敏 之 第13回トー キン科学技術振興財団研究奨励賞
3・25 小林研 工藤 一貴 東北大学大学院工学研究科応用物理学専攻第6回応用物理研究奨励賞
3・27 高梨研 高梨 弘毅 日本金属学会功績賞
川 添 研 川添 良幸 日本金属学会学術功労賞
井上研 井上 明久 日本金属学会谷川 ・ハリス賞
井 上 研 井上 明久 日本金属学会金属組織写真賞(佳作)
井 上 研 大 砂 哲 日本金属学会金属組織写真賞(佳作)
花 田研 正橋 直哉 日本金属学会功績賞
技 術 部 猪狩 博志 日本金属学会研究技術功労賞
4・17 技 術 部 小原 和夫 文部科学大臣賞・創意工夫功労者表彰
5・9 岩佐研 田ロ 康二郎 第4回本多記念研究奨励賞
5・21 花 田 研 正橋 直哉 本間記念賞
兼井上研 吉見 亨祐 本間記念賞
技術部 本郷 雅雄 本間記念賞
5・23 宇 田 研 宇 田 硲 韓国結晶成長学会学術賞
5・30戸叶研 中森 裕子 ナノ学会(2003年度創立記念大会)学会賞
6・11 井上研 井上 明久 ケンブリッヂ大学KellyLecture
戸叶研 折茂 慎 一 日本マグネシウム協会奨励賞
6・24 小林研 小林 典男 社団法人未踏科学技術協会'第7回超伝導科学技術賞
小林研 西嵜 照和 社団法人未踏科学技術協会し第7回超伝導科学技術賞
鋤賞廟 替㍑ ゴ 瓮1臓譜 叱塚 聾 熱樋 槻賑∴∴,.葡薪∴ジ 鷺∵1饗
Hl5・7・5 川 崎研 大 友 明 第16回安藤博記念学術奨励賞
7・9 井 上研 井上 明久 THERMEC-2003D匡stmgulshedSclentistAward
7・23 中 嶋研 藤原 航三 15血且mg冂㎜ 〔bnferenc書onCr醐Grow廿nndEpl面【yP㎞lo(1)n陀5IAward
7・30 宇 田研 宇 田 聡 日本結晶成長学会論文賞
9・17 前川研 前川 禎通 日本応用磁気学会賞
9・24技術部 根本 啓次 日本分析化学会有功賞
10・9 井 上研 井上 明久 服部報公会報公賞
1⑪・14 花 田研 花田 修治 米国金属学会ASMフ ェロー賞
10・15 川 崎研 川崎 雅司 IUMRS-ICAM2003最優秀ポスター賞
10・23中 嶋研 佐 崎 元 第1回日本マイクログラビティ応用学会奨励賞
10・28川 添研 川添 良幸 SharedUnlversltyResearch(SUR)Award
!0・31 強磁場 小山 佳一 金属研究助成会第43回原田研究奨励賞
中 嶋研 宇治原 徹 金属研究助成会第43回原田研究奨励賞
川 崎研 大 友 明 金属研究助成会第43回原田研究奨励賞
11・6 新素材 木村 久道 日本粉未冶金工業会第1回PM研究促進展奨励賞
技術部 笹森 賢一郎 日本粉末冶金工業会第1回PM研究促進展奨励賞
井上 研 井上 明久 日本粉末冶金工業会第1回PM研究促進展奨励賞
11・17 高梨研 薬師寺 啓 日本応用磁気学会優秀講演賞
11・27 高梨研 薬師寺 啓 凸eln陀ma[蹲照is皿圃 皿oロAdva鯏瞭t剛a忙拙Y㎝ ㎎ 醗rA剛






























表記 フォーラムが、10月22-23日の 程 で、ドイツのゲ ッテ ィンゲ
ン大学 にて開催 され ま した。本 フ ォー ラムは、東北大 学、ゲ ッテ ィ ン
ゲ ン大学、日本学術振興会 の主催で、本学と ドイ ツをは じめ とする ヨー
ロッパ各国 の大学 間の、学術交流 の拡 大を 目的 として、全部 で3回、開
催 されています。
第1回目の会場 として ゲ ッテ ィンゲ ン大学 が選ばれた理 由は、本多
光太郎初代所長が冶金学 の権 威Tamman教授の下で青年時代 をすご
し、その後,東北大学 との強 い協 力関係 を築いて きた ためです。また、
ゲ ッテ ィンゲ ン大学は、18世紀か ら20世紀前半に いたる長 い間、数学 ・
物理学研究の世界的な 中心地 と して君臨 した、大変著 名な大学です。
フォー ラムで は、(1)本学お よびゲ ッテ ィンゲ ン大学を中心 とす る
ドイッにおける先端材料に関す る研究会、(2)本学における材料科学、
流体科学、先進医工学、三分野の啓蒙的シンポジウム、(3)本学・ゲ ッテ ィ
ンゲ ン大学間 の学 術交流協定 の締結、(4)本学 との学術 交流へ の貢 献
者に対する 「東北大学本多光太郎記念 賞」の授与式 、(5)本学の全21世
紀COEプ ログ ラム の紹 介な ど、盛 りだ くさんの行事 が 開催され ま
した。本所 か らは、材 料科学分野 の21世紀COEプ ログ ラムの 中心部
局と して、所長 をはじめとする6名の教授 陣が参加 しま した。
講 演会 や、ゲ ッテ ィ ンゲ
ン市長および本学 総長主催
の レセ プシ ョンには約150
名 の 参加者 が集 い、交 流の
さ らなる促進 をめざ した盛
んな議論が交わ され ました。














'斈 ≡ 『孑=≡ 診=・
福 山 秀 敏
一
一
教 授10/1付転入(東京大学物性研究所 教授から)(附属材料科学国際フロンティアセンター )
平 賀 晴 弘 助 手 10/1付採用(山田研)
松 本 洋 明 助 手 10/1付採用(花田研)
佐 原 亮 二 助 手 10/1付転入(工学研究科 助手からX川添研)
柿 沼 弘 美 掛 員 10/1付転入(学務部留学生課か ら)(庶務掛)
秩 父 啓 輔 掛 員 10/1付採用(用度 第一一掛)
陳 明 偉 教 授 11/1付採用(附属材料科学国際フロンティアセンター)
高橋 ま さ え 助 手 11/1付採用(川添研)
遊 佐 英 明 経理掛長 10/16付転入(学務部学生課か ら)(経理掛)
呉 克 輝 助 手 12/1付採用(附属材料科学国際フロンティアセ ンター)












張 涛 助 教 授9/30付任期満了(附属新素材設計開発施設)
大 場 泰 行 用麟 一掛主任 10/1付昇任(電波高専学生課 学生係長へ)(用度第一掛)
菅 原 芳 則 経理掛長 10/16付転 出(経理部契約室へ)(経理掛)
孫 威 助 手 12/15付辞職(不定比化合物物性学研究部)
今 泉 吉 明 助 手 12/31付辞職(末澤研)







湯 葢 邦 夫
臨時的任用
助 手
!濡瓢 叢難T蕊;蕊=講灘攤 覊 韈鑼一、
ヤ ン ウ エイ シエ ン 教 授
ジ ー ・ ジ ア ン 教 授 10/23～1/22中国痩旦大学表面物理研究所 所長(附属材料科学国際フロンティアセンター 〕
カリウリン ギニヤット 教 授 m/1～12/31ドイツマックスプランク研究所 教授〔附属材料科学国際フ囗ンティアセンター }
パノフ ウラジミル イワノビッチ 教 授 1/1～3/31MIV囗モノソフモスクワ州立大学 教授(附属材料科学国際フロンティアセンター )
マルティネク ヤン アルビン 助 教 授 1〆1～3/31ドイッカ ルース,レー工大学理諸物理学研究所 助教授〔附属材料科学国際フロンティアセンター )
ランガナサン スリニヴァサ 教 授 4/17～9/30インド科学研究所 教授(附属新素材設計開発施設)
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